
地図と地球儀を見ながら
『風野又三郎』を読んでみよう！（前編）
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わが国の人々は、昔から夏から秋にかけて現れる台風により、しばしば米の収穫が

できなかったり、時には川が氾濫して家々が流されたり死者が出るなど、大きな被害

を経験してきました。そこで人々は、立春から数えて２１０日目を二百十日、２２０日
はっ さく やく び

目を二百二十日、旧暦八月一日を八朔と呼びならわし、農家の三大厄日としてきま

した。例年であれば、９月１日、１０日および１７日をそれぞれ二百十日、二百二十日

および八朔とよび、特に警戒してきました。

和辻哲郎の「風土」、夏目漱石の小説「二百十

日」、与謝野晶子の短編「台風」や宮沢賢治の童話

「風の又三郎」などでは、台風への人々の思いが描

かれて、読まれた皆さんも多いことと思います。これ

らの中で、時に面白いのは「風の又三郎」（１９３３

年）１）ですが、この童話よりも先に書かれた『風野又

三郎』（１９２４年）（写真１）２）はサイエンスフィクショ

ンのようにおもしろいので、童話の内容に沿って地図

と地球儀を見ながら紹介したいと思います。竜巻、

台風、いたずら風や大気の地球上での循環など、わ

くわくするお話です。

９月１日（月）（又三郎と子どもたちの出会い）

谷川の岸にある小さな学校では、２０人の小学生が学んでいます。この日の朝は

青空で風がどうと鳴り、突然、ねずみ色のマントを着て、水晶かガラスのすきとおった
ほお

沓を履いた赤い髪、リンゴのような赤い頬とまん円で真黒な眼をした子どもが現れ、

教室の一番前の机に座っています。さあ大変、子どもたちは驚き、泣いたりします。こ

の日は、二百十日です。夏休みが終わり、今日から新学期が始まります。

９月２日（火）（「風の三郎」伝説が現れる）

６年生の一郎と５年生の耕一は、午後の授業を終えて丘の上の栗の木まで行く
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地図１．又三郎の飛行地図１．又三郎の飛行

うな たれ うな

と、昨日の子どもが来ています。一郎が「汝ぁ誰だ。何だ汝ぁ。」というと、その子は

「風野又三郎」と自己紹介します。一郎と耕一は「あゝ風の又三郎だ。」と思わず叫

びます。この「風の又三郎」こそ、東北や関東地方でよく知られた「風の精 風の三

郎」伝説の主人公なのです。３） 岩手山から今日ここ（花巻）へ飛んできたと、岩手

山での出来事を説明するのです。風の精を擬人化した又三郎の言葉と行動を追っ

かけてみましょう。

９月３日（水）（又三郎のメッセージ）

午後、子どもたちが丘に駆け上がると、

又三郎が現れ、去年の経験を話してやり

ます。九州から東京へ飛んで、花巻をとお

り盛岡の高洞山を越えて海へ出たといい

ます（地図１）。そこで、子どもたちが空を

飛ぶ又三郎を「ほう、いいなあ、又三郎さ

んだちはいいなあ。」と言うと、又三郎は

少し怒りました。

「お前たちはだめだねえ。なぜ人のこ

とをうらやましがるんだい。僕だってつら

いことはいくらもあるんだい。お前たちに

もいいことはたくさんあるんだい。僕は自分のことを一向考へもしないで人のこと
ば か

ばかりうらやんだり馬鹿にしてゐるやつらを一番いやなんだぜ。僕たちの方では
ほか

ね、自分を外のものとくらべることが一番はづかしいことになっているんだ。僕たち

はみんな一人一人なんだよ。」一郎がそこで云いました。「又三郎さん。おらはお

前をうらやましがったんでないよ、お前をほめたんだ。おらはいつでも先生から習

ってゐるんだ。（中略）お前もさう怒らなくてもいい。」

童話の中で、賢治は子どもたちに一人一人が大事だよと力強いメッセージを送っ

ています。

９月４日（木）（サイクルホールの話）

「サイクルホールの話聞かせてやろうか。」と又三郎が急に現れ、「サイクルホー

ルは面白い。」と言います。「サイクルホール」は賢治が作った言葉で、低気圧によっ

てできる竜巻や台風を指しているようです。

「…小さなサイクルホールなら僕たちたった一人でも出来る。くるくるまはって走
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ぐ あい

れぁいいからね。さうすれば木の葉や何かマントにからまって、丁度うまい工合か

まいたちになるんだ。ところが大きなサイクルホールはとても一人ぢゃ出来あしな

い。小さいのなら十人ぐらゐ。大きなやつなら大人もはひって千人だってあるんだ

よ。（中略）南の方の海から起って、だんだんこっちにやってくる時、一寸僕等がは
か

ひるだけなんだ。ふうと馳けて行って十ぺんばかりまはったと思ふと、もうずっと上

の方へのぼって行って、みんなゆっくり

歩きながら笑ってゐるんだ。」「急げば急
もっと

ぐほど右へまがるよ、尤もそれでサイク

ルホールになるんだよ。」

サイクルホールの作り方や進路を詳しく

説明します。甲州で発生させて、八ヶ岳か

ら富士川を通り東京へと走る竜巻です（地

図２）。先にでてきた、「かまいたち」は突

然、皮膚がさけて鋭い鎌で切ったような切

り傷ができる現象のことで、昔は目に見え

ないイタチのしわざと考えられていたようで

す。
ひ づめ

また、「日詰の近くに源五沼といふ沼があったんだ。そのすぐ隣りの草はらで、僕

等は五人でサイクルホールをやった。ぐるぐるひどくまはっていたら、まるで木も折
はげ

れるくらゐ烈しくなってしまった。丁度雨も降るばかりのところだった。一人の僕の
はず すく

友だちがね、沼を通る時、たうたう機みで水を掬っちゃったんだ。さあ僕等はもう黒

地図２．サイクルホールの進路地図２．サイクルホールの進路
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か

雲の中に突き入ってまはって馳けたね
じ ょ う ご しり

え、水が丁度漏斗の尻のやうになって来

るんだ。」と言い、人々が「竜だ」と叫んだ

そうです。確かに、竜巻は漏斗を細長くし

たような形ですね。

それから「逆サイクルホール」もあると

言う。「高いところから、さっきの逆をまは

っておりてくる」ことから、高気圧を指して

います。北の「タスカロラ海床（海淵）」の

上に逆サイクルホールができ、中国の揚

子江の野原でサイクルホールができ、この

二つが日本でぶつかると、そこで梅雨になるよと説明します（地図３）。

（続く）
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地図３．サイクルホールと
逆サイクルホールの衝突
地図３．サイクルホールと
逆サイクルホールの衝突
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